
　ステップ１では、ガイドを手がかりに、フリーハンドで正円を描く練習をしました。ステップ２では、感覚的に描いた
円から、描く→消すを繰り返しながら正円を描く練習を紹介します。
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成安造形大学 教育連携推進センターステップ２「正円を感覚的に描く」
１０分でできる！表現力トレーニング講座

トレーニング２
『フリーハンドで正円を描こう』

紙と鉛筆を用意し、正円をイメージし、スピードをつけ、何度もぐるぐ
ると円を描きましょう。やがて太い線で描かれた円が出来上がります。
紙 90 度を回して描く、90 度を回して描くを繰り返してもいいでしょう。

消しゴムで曲線を描く感覚で、太く描かれた円から不要な線を消してい
きます。円の中側だけでなく外側の線も消してみましょう。

少し線が細くなったでしょうか。最初はこのくらいの太さで ok です。更
に不要な線を消していきましょう。この時も紙を 90 度ずつ回しながら消
してみましょう。

線が細くなってきたら、鉛筆で曲線を描き足します。ステップ１で行っ
た曲線のイメージをしっかり持って描いてくださいね。

さらに消す→描くを繰り返し、正円に近づけていきます。最初は濃い線
に引っ張られてしまいます。消しゴムを叩くように消し、線の濃さを薄
くしてやるといいでしょう。

紙が手に擦れて汚れる方は、小指の先を紙に当てて描くようにすると紙
汚れが防止できます。デッサン等にも活用できますので、やってみてく
ださい。

ある程度完成したら、正円の中心を作図し、定規で直径を計測してみま
しょう。正円の直径はすべて同じ数字になるはずですね。

計測して長さに誤差があれば修正し、完成です。今後は、様々なサイズ
の正円を描くことを意識して練習するといいでしょう。


